
●今回の需給推計と過去に行われた需給推計の比較
参考資料
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第４回　歯科医師の需給問題に関するＷＧ
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需要推計結果の比較

需給WG（2015）推計

三浦班（2010-2011）推計

宮武班（2005）推計 D 中位

森本班（1997）推計 D中位
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供給推計結果の比較

需給WG（2015）推計

三浦班（2011）推計推計値

宮武班（2005）推計Ｓ上位

森本班（1997）推計Ｓ上位
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需給推計：森本班（1996）
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需給推計：宮武班（2005）

需要推計’Ｄ中位）

供給推計（Ｓ上位）
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需給推計：三浦班（2011）

需要推計

供給推計

60

70

80

90

100

110

120

130

19
84

19
88

19
92

19
96

20
00

20
04

20
08

20
12

20
16

20
20

20
24

20
28

20
32

20
36

20
40

20
44

20
48

歯
科
医
師
数
（
千
人
）

年

需給推計：今回：需給ＷＧ（2015）
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供給推計



●今回の推計方法と今までに行われた主な推計方法との比較

森本班（1997）・Ｄ中位 宮武班（2005）・Ｄ中位 三浦班（2011） 需給WG（2015）

推計に用いた患者調査データの年 1996 2002 1987・1993・1999・2005 1987・1993・1999・2005・2011

受療率の予測
1996年の受療率がそのまま推移す
る

2002年の受療率がそのまま推移す
る

　　現在歯数の予測

永久歯・抜歯原因調査（2014、8020
推進財団）から推計した一人平均
年間喪失歯数と歯科疾患実態調査
（2005）における一人平均現在歯数
を用いて予測値を算出。一人平均
年間喪失歯数は年齢階級で一定
すると仮定。

社会医療診療行為別調査（2014）
から推計した一人平均年間喪失歯
数と歯科疾患実態調査（2011）にお
ける一人平均現在歯数を用いて予
測値を算出。一人平均年間喪失歯
数は一人あたり現在歯数に依存す
ることと仮定。

調査月による変動の調整 なし あり なし なし
歯科診療所に従事する歯科医師１
人あたり患者数

16.3人 13.2人

診療所以外の歯科医師数 現状（1996）のまま 現状（2004）のまま 現状（2010）のまま 現状（2012）のまま
推計に用いた医師歯科医師薬剤師
調査データの年

1996 2004 2010 2012

届け出率
1996年末の歯科医籍登録者数か
ら推計

森本班（1997）の届出率をそのまま
準用

推計稼働率

60歳未満の歯科医師は原則として
全員が稼働するものとし、1996年
医師・歯科医師・薬剤師調査で離
職している者の割合は勘案。さら
に、女性ついては、同一年齢階級
の届出率の男女差を結婚・出産等
による稼働率の低下として勘案。

歯科大学・歯学部の入学者数
1992～1997年度は入学者実績値。
1997年度以降は2,714人で固定。

2000～2005年度は入学者実績値。
2007年度以降は2,617人で固定。

2007～2011年度は入学者実績値。
2012年度以降は2469人で固定。

考慮せず

国試合格
入学者数に対する国試合格率を
97.6%（1987～1997年国試実績値）
で一定すると仮定

入学者数に対する国試合格率を
93.7%（1995～2005年国試実績値）
で一定すると仮定

入学者数に対する国試合格率を
89.6%（2006～2012年）で一定すると
仮定

国試合格者数が今後2000人で一
定と仮定（直近2回の実績値より）

新規参入歯科医師の年齢構成
歯科医籍新規登録者実績（1992～
1996年）

新規参入歯科医師の女性比
32.1%から2009年に50%へ増加し、
以後一定。

37.1%から2012年に40%へ増加し、
以後一定。

41%（2012国試実績値）で一定する 41%（2012国試実績値）で一定する

生存率 第18回（1995年）完全生命表 第19回（2000年）完全生命表 第20回（2005年）完全生命表 第21回（2010年）完全生命表

需

要

推

計

0～14・45～64歳：2005年の受療率がそのまま推移する。
15～44歳：30年後に1人あたりう蝕ニーズ量が30%減少する。
65歳～：一人あたり現在歯数に依存

14.1人

供

給

推

計

1972～2012医師・歯科医師・薬剤師調査の個票リンケージデータを分
母として各調査年の届出率を算出。

森本班（1997）の推計に準じ、さらに女性については年間稼働日数等の差を考慮し、すべての年齢階級で0.9
を乗じる。

歯科医籍新規登録者実績（2000～2004年）


